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本
書
は
二
〇
〇
〇
年
に
刊
行
を
開
始
し
た
『
青
森
県
史
』
の
資
料
編
の
一
巻
（
近

現
代
8
）
で
あ
る
。
近
現
代
の
資
料
編
は
「
近
代
成
立
期
の
青
森
県
」（
1
）、「
日

清
・
日
露
戦
争
期
の
青
森
県
」（
2
）、「
大
国
と
東
北
の
中
の
青
森
県
」（
3
）、「
昭

和
恐
慌
か
ら
北
の
要
塞
へ
」（
4
）、「
復
興
と
改
革
の
時
代
」（
5
）、「
高
度
経
済
成

長
期
の
青
森
県
」（
6
）、「
青
森
論
」（
7
）
が
既
刊
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
続
く
「
日

記
」
を
主
題
と
し
た
一
巻
が
本
書
で
あ
り
、
近
現
代
の
資
料
編
と
し
て
は
最
終
巻
と

な
る
。
従
来
、
全
国
各
県
の
県
史
資
料
に
日
記
が
収
録
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

一
巻
全
体
を
多
種
多
様
な
日
記
の
翻
刻
に
あ
て
た
企
画
に
は
類
例
が
な
い
。
以
下
、

本
書
の
構
成
を
概
観
し
な
が
ら
、
そ
の
内
容
の
意
義
を
問
う
こ
と
と
し
た
い
。

　

本
書
は
全
一
七
点
の
日
記
（
日
誌
を
含
む
）
を
時
系
列
に
収
録
す
る
。
時
代
幅
は

広
く
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
の
廃
藩
置
県
後
か
ら
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年

の
敗
戦
前
後
に
及
ぶ
。
各
章
の
主
題
に
収
録
日
記
の
点
数
を
添
え
て
示
せ
ば
、「
総

説　

日
記
が
語
る
近
現
代
青
森
県
」、「
第
一
章　

近
代
と
戦
争　

―
明
治
期
―
」（
五

点
）、「
第
二
章　

地
域
の
情
景　

―
大
正
期
―
」（
三
点
）、「
第
三
章　

移
り
行
く

生
活　

―
昭
和
期
（
1
）
―
」（
四
点
）、「
第
四
章　

敗
戦
の
日
を
は
さ
ん
で　

―

昭
和
期
（
2
）
―
」（
五
点
）
と
な
る
。
各
日
記
に
は
編
者
の
解
題
が
付
さ
れ
、
執

筆
者
の
情
報
、
所
蔵
状
況
、
日
記
の
内
容
と
資
料
的
価
値
が
中
心
に
論
じ
ら
れ
る
。

　

一
巻
全
体
を
日
記
資
料
で
構
成
し
た
こ
と
で
、
人
々
の
日
常
生
活
の
視
点
か
ら
青

森
県
の
近
代
史
が
俯
瞰
で
き
る
意
義
は
大
き
い
。
加
え
て
日
記
資
料
は
通
史
の
傍
証

『
青
森
県
史

　
資
料
編

　
近
現
代
8

　
日
記
』田

中
　
祐
介

に
は
決
し
て
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
補
い
、
掘
り
下
げ
、
相
対
化
す
る
視
点
を
も
た

ら
す
。
編
者
の
一
人
で
あ
る
河
西
英
通
も
総
説
で
「
多
く
の
日
記
を
読
み
解
く
こ
と

で
、
近
現
代
の
青
森
県
が
生
態
的
で
閉
鎖
的
な
社
会
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
資
料
群
は
、
近

代
の
青
森
県
の
像
と
歴
史
を
豊
か
に
し
、
あ
る
い
は
問
い
直
す
可
能
性
を
多
分
に
秘

め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
意
義
を
も
つ
収
録
日
記
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
と
、
弘
前
事
件
に
関
す

る
新
た
な
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
「
桜
庭
隊
太
次
馬
日
記
」（
第
一
章
）、
旧
斗

南
藩
出
身
者
と
し
て
の
苦
境
を
感
じ
さ
せ
な
い
「
林
武
蔵
日
記
」（
第
一
章
）、
樺
太

漁
業
の
様
子
か
ら
近
代
青
森
県
の
北
方
志
向
が
窺
え
る
「
野
坂
漁
業
部
日
誌
」（
第

二
章
）、
煙
害
問
題
の
補
償
交
渉
の
過
程
を
そ
の
裏
面
も
含
め
て
教
え
る
「
龍
野
周

一
郎
日
記
」（
第
二
章
）、
八
戸
市
長
の
立
場
か
ら
地
域
が
抱
え
る
諸
問
題
を
克
明
に

記
し
た
「
神
田
重
雄
日
記
」（
第
三
章
）、
国
営
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
三
本
木
原
開

墾
の
詳
細
な
記
録
で
あ
る
「
三
本
木
原
大
規
模
開
墾
期
成
会
日
誌
」（
第
三
章
）、
戦

闘
記
録
で
は
な
い
平
時
の
兵
営
生
活
が
分
か
る
「
澤
田
一
男
日
記
」（
第
四
章
）、
敗

戦
前
後
の
教
育
行
政
と
現
場
の
実
態
を
伝
え
る
「
三
戸
小
学
校
沿
革
誌
」（
第
四
章
）

等
が
あ
る
。

　

日
記
は
日
々
の
記
録
の
集
積
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
間
の
「
書
く
」
営
み
の
産
物

で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
書
き
綴
る
内
容
と
文
体
（
時
に
は
言
語
も
）
は
意
識
的
・

無
意
識
的
に
選
択
さ
れ
る
。
本
書
に
は
そ
の
よ
う
な
「
行
為
と
し
て
の
日
記
」
の
観

点
か
ら
興
味
深
い
資
料
も
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
「
佐
藤
正
太
郎
日
記
」（
第
三
章
）は
、

輜
重
兵
と
し
て
日
中
戦
争
と
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
出
征
し
た
佐
藤
の
、
中
国
戦

線
へ
の
出
征
か
ら
復
員
ま
で
を
綴
っ
た
二
冊
の
日
記
帳
か
ら
な
る
。
日
記
の
冒
頭
部
、
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「
就
寝
中
突
如
充
員
召
集
令
状
下
命
」（
一
九
三
七
・
七
・
二
八
）
さ
れ
た
佐
藤
は
、

「
熱
誠
溢
ル
ヽ
町
民
各
位
ノ
歓
送
ニ
我
等
十
五
名
勇
躍
シ
テ
郷
土
ヲ
発
ス
」（
同
・

八
・
四
）
と
、
出
征
の
様
子
を
や
や
月
並
み
な
、
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
軍
人
と
し
て

は
模
範
的
な
言
葉
遣
い
で
記
す
。
翌
日
の
入
隊
以
後
も
、
日
記
は
軍
隊
生
活
に
相
応

し
い
漢
字
カ
タ
カ
ナ
の
文
語
体
で
綴
ら
れ
て
ゆ
く
。

　

し
か
し
そ
の
文
体
は
長
持
ち
は
せ
ず
、
約
二
ヶ
月
を
経
た
同
年
一
一
月
二
日
に
は

「
妄
想
の
記
」
と
題
さ
れ
た
ご
く
私
的
な
所
感
が
、
漢
字
ひ
ら
が
な
の
口
語
体
で
流

れ
出
す
。
佐
藤
は
「
自
分
で
信
じ
ら
れ
な
い
程
自
分
が
軍
人
で
な
つ
た
事
が
不
思
議
」

と
書
き
、「
只
一
個
の
人
間
と
し
て
考
へ
る
時
と
、
国
家
的
人
間
と
し
て
考
へ
る
事

と
は
そ
の
反
対
の
方
向
に
立
つ
も
の
」「
己
人
主
義
は
人
間
の
真
の
理
想
」「
国
家
主

義
は
大
部
分
は
虚
偽
」
と
言
っ
た
具
合
に
、
非
軍
人
的
な
自
己
の
内
面
を
赤
裸
々
に

綴
り
出
す
。
そ
の
後
の
三
日
間
は
持
ち
直
し
た
の
か
、
再
び
従
来
の
文
語
体
に
戻
る

が
、
そ
の
翌
日
（
同
・
一
一
・
六
）
に
は
再
び
漢
字
ひ
ら
が
な
の
口
語
体
と
な
り
、

「
俺
は
不
真
面
目
な
人
間
の
方
ら
し
い
、
故
郷
に
老
の
身
を
働
い
て
居
る
父
を
思マ

マひ

ば
、
故
郷
人
の
俺
に
対
し
て
の
期
待
を
思
ひ
ば
、
軍
人
気
質
に
真
面
目
に
な
ら
な
く

て
は
不
可
な
い
の
だ
」
と
告
白
す
る
。
以
後
の
日
記
に
漢
字
カ
タ
カ
ナ
の
文
語
体
が

用
い
ら
れ
る
こ
と
は
二
度
と
な
い
。

　

佐
藤
の
文
体
の
変
化
は
、
解
題
（
荒
井
悦
郎
）
で
も
「
本
文
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
、

感
想
・
思
索
は
漢
字
ひ
ら
が
な
と
意
識
的
に
書
き
分
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
後
に

こ
の
書
き
分
け
が
な
く
な
る
）」
と
簡
潔
に
言
及
さ
れ
る
が
、
そ
の
意
味
は
よ
り
重

く
受
け
と
め
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
前
段
落
の
引
用
が
示
す
よ
う
に
、
佐
藤
は
「
軍

人
気
質
に
真
面
目
に
な
ら
な
く
て
は
不
可
な
い
」
と
思
い
な
が
ら
、
自
分
自
身
が
そ

う
は
で
き
な
い
「
不
真
面
目
な
人
間
」
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
日
記
の
文
体
を
決
定

的
に
変
え
る
に
至
っ
た
。
つ
ま
り
佐
藤
は
意
識
的
に
軍
人
の
文
体
を
棄
て
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
佐
藤
の
言
う
「
人
間
の
真
の
理
想
」
で
あ
る
「
己
人
主
義
」
の
宣
明
で

あ
る
と
は
速
断
し
な
い
に
し
て
も
、
文
体
の
選
択
は
、
ど
ん
な
文
体
が
相
応
し
い
人

間
か
と
い
う
書
き
手
の
自
己
意
識
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
佐
藤
の
日
記
は
人
間

の
書
記
行
為
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
相
関
性
を
考
え
さ
せ
る
貴
重
な
事
例
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

　

本
書
が
資
料
編
で
あ
り
、
紙
面
に
限
り
も
あ
る
の
は
承
知
の
上
で
、
欲
を
言
え
ば

収
録
日
記
が
ど
の
よ
う
な
来
歴
で
調
査
の
対
象
と
な
り
、
選
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
の

か
の
説
明
が
欲
し
か
っ
た
。
日
記
は
歴
史
を
語
る
が
、
書
か
れ
た
日
記
帳
が
散
逸
せ

ず
、
後
世
へ
と
伝
わ
り
、
人
の
目
に
と
ま
り
、
公
開
さ
れ
、
書
き
手
が
想
像
も
し
な

い
読
者
を
得
る
と
い
う
過
程
自
体
も
ま
た
、
時
代
を
生
き
た
人
々
が
ア
ク
タ
ー
と
し

て
関
わ
る
歴
史
の
一
齣
に
他
な
ら
な
い
。
日
記
が
故
人
の
大
切
な
形
見
で
あ
り
、
あ

る
い
は
長
ら
く
反
故
同
前
に
打
ち
棄
て
ら
れ
た
と
し
て
も
、
書
き
手
の
生
き
た
証
が

後
世
に
息
を
吹
き
返
す
こ
と
は
一
つ
の
劇
的
な
物
語
で
も
あ
る
。
今
後
の
日
記
資
料

の
蒐
集
と
活
用
の
方
途
を
探
る
指
針
と
し
て
も
、
可
能
な
範
囲
で
収
録
経
緯
を
示
す

こ
と
に
は
少
な
か
ら
ぬ
意
義
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
書
で
は
日
記
の
現
在
の
所

蔵
状
況
に
簡
潔
に
触
れ
る
解
題
が
多
い
な
か
で
、「
三
浦
茂
雄
日
記
」（
第
三
章
）、

「
唐
澤
み
き
日
記
」（
第
三
章
）、「
三
本
木
原
大
規
模
開
墾
期
成
会
日
誌
」（
第
三
章
）、

「
三
戸
小
学
校
沿
革
誌
」（
第
四
章
）
の
解
題
は
比
較
的
詳
し
い
来
歴
を
教
え
る
。

　

編
集
方
針
で
気
に
な
っ
た
の
は
収
録
日
記
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
全

一
七
点
の
日
記
の
う
ち
、
女
性
が
綴
っ
た
の
は
昭
和
初
期
の
生
活
習
慣
や
八
戸
市
の

様
子
が
窺
え
る
「
唐
澤
み
き
日
記
」（
第
三
章
）
が
唯
一
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し

て
解
題（
中
園
美
穂
）は
、「
戦
前
ま
で
の
日
記
の
多
く
は
男
性
が
書
い
た
も
の
」「
市
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井
の
女
性
が
書
い
た
日
記
は
大
変
珍
し
い
」
と
述
べ
る
。

　

確
か
に
公
に
は
男
社
会
で
活
動
し
、
家
内
で
は
家
父
長
と
し
て
君
臨
す
る
男
性
の

日
記
が
後
世
に
伝
わ
り
や
す
い
傾
向
は
多
少
な
り
と
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
必

ず
し
も
、
女
性
が
「
書
い
た
」
日
記
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
例
え
ば

千
葉
県
八
千
代
市
を
拠
点
と
し
て
二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
活
動
す
る
「
女
性
の
日
記

か
ら
学
ぶ
会
」（
代
表
島
利
栄
子
）
は
、
明
治
以
降
の
女
性
の
日
記
を
中
心
に
数
千

点
の
日
記
お
よ
び
そ
の
関
連
資
料
を
収
蔵
す
る
。
中
に
は
出
版
さ
れ
た
日
記
も
あ
り
、

女
性
の
日
記
か
ら
学
ぶ
会
編
『
時
代
を
駆
け
る
―
吉
田
得
子
日
記1907-1945

』（
み

ず
の
わ
出
版
、
二
〇
一
二
）
や
島
利
栄
子
監
修
・
小
林 

波
奈
著
『
い
く
さ
と
愛
と 

女
性
教
師
の
戦
中
戦
後
日
記
』（
東
京
新
聞
出
版
局
、
一
九
九
七
）
は
、
紛
れ
も
な

い
市
井
の
女
性
が
綴
っ
た
日
記
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
決
し
て
例
外
で
は
な
い
。
近
代
日
本
に
お
い
て
女
性
用
の
日
記
は
多
種

多
様
に
出
版
さ
れ
、
独
特
の
「
日
記
文
化
」
を
醸
成
し
た
。
評
者
に
は
明
治
以
降
に

綴
ら
れ
た
手
書
き
の
日
記
資
料
群
を
目
録
化
し
た
経
験
が
あ
る
（
田
中
祐
介
・
土
屋

宗
一
・
阿
曾
歩
「
近
代
日
本
の
日
記
帳
―
―
故
福
田
秀
一
氏
蒐
集
の
日
記
資
料
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
よ
り
―
―
」『
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』
二
〇
一
三
・
三
）。
こ
の
中
に
見
る
限

り
で
も
、『
少
女
日
記
』（
婦
人
之
友
社
）、『
少
女
ダ
イ
ア
リ
ー
』（
寳
文
館
）、『
女

学
生
日
記
』（
國
民
出
版
社
）、『
令
女
日
記
』（
寳
文
館
）、『
婦
女
日
記
』 （
博
文
館
）、

『
主
婦
日
記
』（
婦
人
之
友
社
）、『
女
性
日
記
』（
改
善
社
）
等
の
市
販
の
日
記
帳
が

あ
り
、
多
く
が
実
際
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
学
校
教
育
に
よ
り
リ
テ
ラ
シ
ー

を
獲
得
し
た
無
数
の
女
性
が
日
記
を
綴
っ
た
の
が
、
近
代
の
時
代
的
特
徴
で
あ
っ
た

筈
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
事
実
が
編
集
方
針
と
制
作
過
程
で
視
界
に
入
ら
な
か
っ
た
と

は
思
わ
な
い
。
し
か
し
一
般
的
に
言
っ
て
、
歴
史
記
述
の
長
年
に
わ
た
る
男
性
中
心

主
義
は
、
当
然
な
が
ら
資
料
の
把
握
と
蒐
集
に
際
し
て
も
男
性
に
主
た
る
関
心
を
注

い
で
き
た
。
一
見
し
て
女
性
の
日
記
が
少
な
く
見
え
る
の
は
、
往
々
に
し
て
そ
の
よ

う
な
学
的
関
心
か
ら
女
性
が
漏
れ
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
。
手
許
で
確
認
で
き
る
資
料

の
少
な
さ
か
ら
、
男
性
が
書
き
、
女
性
は
書
か
な
か
っ
た
と
い
う
歴
史
の
事
実
に
及

ぶ
先
入
観
が
ふ
と
し
た
瞬
間
に
導
か
れ
る
危
険
に
は
常
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
本
書
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、
今
後
の
日
記
資
料
の
保
全
と
活
用
の
全
般
に

関
わ
る
課
題
で
あ
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
本
書
は
近
代
の
青
森
県
の
像
と
歴
史
に
再
考
を
促
す
可
能
性

に
満
ち
て
い
る
。
そ
の
可
能
性
は
、
青
森
県
史
編
纂
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
北
方
世

界
の
中
に
位
置
づ
け
、
従
来
の
み
ち
の
く
に
対
す
る
認
識
の
変
革
を
図
る
」
と
い
う

宣
言
が
示
す
よ
う
に
、「
東
北
」
の
像
と
歴
史
を
問
い
直
す
契
機
に
繫
が
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
延
い
て
は
、「
東
北
」
を
作
り
だ
し
て
き
た
中
央
の
眼
差
し
を
相
対
化
し
、

「
近
代
日
本
」
を
再
構
築
す
る
手
掛
か
り
と
も
な
る
筈
で
あ
る
。
近
現
代
編
と
銘

打
っ
た
本
書
の
収
録
範
囲
は
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
ま
で
で
あ
り
、
戦
後
日
本

の
日
記
の
本
格
的
な
取
り
扱
い
は
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。
続
巻
が

編
ま
れ
る
の
は
今
日
明
日
で
な
い
と
し
て
も
、
本
書
の
成
功
を
踏
ま
え
、
将
来
を
見

据
え
た
日
記
資
料
の
保
全
と
活
用
の
方
途
を
模
索
す
る
こ
と
は
、
戦
後
が
ま
す
ま
す

遠
ざ
か
り
ゆ
く
今
日
に
お
い
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

（
Ａ
4
判
、
七
七
二
頁
、
青
森
県
、
平
成
二
十
九
年（
二
○
一
七
）三
月
十
五
日
刊
行
、

　

本
体
価
格
五
○
○
○
円
＋
税
）

（
た
な
か
・
ゆ
う
す
け　

明
治
学
院
大
学
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
助
教
）


